
 

 

 

令和７年度 学校だより                 

 

 

学校教育目標  「やさしく 強く 自ら学ぶ子」      

＊上記の QR コードを読み込むと、今泉小学校ホームページから、画像がカラーでご覧になれます。 

 

二学期が始まりました。初日からとても暑い日

だったので体育館に集まることは避け、始業式は

画面越しで行いました。 

二学期を迎えるにあたって、始業式では、「スイ

ミー」やねずみの「フレデリック」の絵本を作った

「レオ＝レオニ」の作品の展覧会を見に行ったら、

どのお話も、お話に出てくる小さな生き物たちが、

一人一人の違いを大切にして、みんなで協力する

姿が、版画のいろいろな技法で表現されており、

感動したという話をしました。 

今学期も、子どもたち一人一人が、「自分らしさを大切にする」「見えないものにも価値がある」

ということを心にとめて、５つの約束を守り、充実した毎日を送って欲しいと思っています。 

 

 

みんなが頑張れる２学期にするために、 

守ってほしい５つの約束 

 

 

 

✿ 心理の専門家による２学期の教育相談 
２学期の学校巡回日が決まりました。お子さんのことでご心配なことがあれば、

面談の希望日時を、教頭か児童支援専任の立山までご連絡ください。 

学校で相談が受けられます。 

 

 

  

 

 

 

令和７年９月１６日 

第５号 

鎌倉市立今泉小学校 

 学校長  泉 昭子  

 

山口教育相談員 

９月 10日（水）・30日（火） 

10月  ７日（火）・1７日（金）・30日（木） 

11月 13日（木）・18日（火）・28日（金） 

12月  ９日（火）・17日（水）・23日（火） 

佐々木スクールカウンセラー 

９月  ８日（月） 

10月 20日（月） 

12月  1日（月） 

 

①ルールを守る 

②時間を大切にする 

③自分がすべきことを進んでやる。 

④頑張っている人を応援する。 

⑤困ったら、相談しよう。 

 

理科室横に育った

へちまで緑のカー

テンができました 

 

ご用件は何ですか 



✿連絡メールのこまめな確認を 
９月４日（木）にテストメールを配信しました。緊急連絡がスムー

ズに行われるように、毎学期始めに確認を行っています。アドレスが

変わるなどでメールが届いていない場合は、早めにご対応をお願

いします。連絡メールは基本的に登下校の安全にかかわることや

感染症等による休業のお知らせなど、変更があるときに送るように

していますので、必ずご確認ください。  

災害時の対応については、年度初めにご家庭にお知らせしている「非常災害時における安全対

策について」に則って対応しますが、登校時の安全に関しては個々のお住まいの地域の状況が違

うため、登校を遅らせる、欠席をさせるなどの判断は、保護者にお願いしています。その場合は欠席

扱いにはしていませんが、かならず学校へご連絡くださるようお願いします。 

 

✿台風１５号のご対応、ありがとうございました 

 

近年、異常気象の影響で、日本各地で猛暑や大雨による

被害が相次いでいます。５日（金）は台風１５号の影響で大雨

になり、給食終了後に下校させることにしました。自宅に入れ

ない子はお迎えをお願いする旨、連絡メールでお知らせさせ

ていただきました。なるべく雨が少ないタイミングで下校させよ

うと考えましたが、長い間雨が降っていなかったこともあり、下

校時は、階段には雨水が走り、校庭から流れてきた大量の雨

水が道路に流れ込んだため、学校前の道路があっという間に

冠水してしまったことは想定外でした。地域の方からも、「かえで公園前が冠水しているので公園

内を通した方がいいですよ。」と、ご連絡をいただいたので、子どもたちには他にもそのような場所

があるかもしれないから十分に気を付けて帰るよう、放送で注意を促して下校させました。お迎え

を待っていた子どもたちも、１４時半には全員下校することができました。ありがとうございました。 

今後も、非常災害時は、想定してなかったような事態が起こることもあります。もし、非常災害時

に連絡メールが流せないような事態が起こったときは、子どもたちは学校に留め置いて安全確保

に努めますので、お迎えに来てください。 

 

～こんな取り組みをしています～ 

♡ 安心安全な環境づくり  （自己判断力を育てる 安全・防犯教育） 

 

安全指導として学校生活の中で起こりうる様々な状況を想定して防災計画を作成しています。

子どもたちは年間計画に基づいて火事や地震を想定した避難訓練の他に、不審者侵入を想定し

た訓練も行います。実際の非常災害時は、想定してなかったような事態が起こりうることが予想さ

れますが、子どもたちが情報を元に考え、判断し、命を守る行動がとれるよう、意識を高める指導を

心がけています。 



（１）不審者対応訓練 

 

今年度は７月に鎌倉市の防犯アドバイザーの指導の

下、実施することができました。子どもたちは担任の指

示をよく聞いて、不審者が教室内に侵入しないように、

落ち着いて机やいすでドアにバリケードを作り、電気を

消して窓から見えない場所に集まって、じっと放送に耳 

を傾けていました。 

先生方は児童の保護と不審者の対応に分かれ、チームワーク良く不審者役

のアドバイザーを確保することができました。 

 

 
 

鎌倉市立小学校は、校門に警備員が配置され、防犯カメラも設置されています。本校への出入

りは、校門１か所のみで、校門周りだけでなく裏の体育館周りも合わせ、 録画機能付き24時間監

視カメラが５か所ついており、職員室で状況をチェックできる仕組みになっています。防犯のための

設備はもちろん重要ですが、いざという時に落ち着いて対応できるように、訓練しておくことがとて

も大事だと考えています。 

 

（２）着衣泳 

6年生は、９月 9日に鎌倉 YMCAの方を招いて、水の事故から命を守る「着衣泳」の授業を行

いました。水着の上から着衣（長袖・長ズボン）してプールサイドに集まり、準備体操をした後は、ま

ずは正しい入水の仕方から。川や海の底は深さがわからず滑り

やすいので、腹ばいで安全確認しながらゆっくりと足を着くように

といわれ、慎重に水の中へ。服を着ているとこんなに重く動きにく

くなるのかと驚いていました。 

  水の中では慌てて泳ぐのではな

く、「浮いて待つ」が重要だという

ことで、仰向けで胸の前でラッコの

様にペットボトルを抱えて、呼吸が

できる体勢をつくることに挑戦しま

した。 

また、溺れている人を救助するに

は、水の中に入るのではなく、片ひざを着き、反対の手は目標を

指しながら、安定した姿勢で浮くものを下投げして渡すことも知りました。 

どちら様ですか？ 

ご用件は何ですか 


